


尔爛 i « のこの街に 
妙なる W き is ると S 
われらが心おどるとき 
脔の er やら弦の洋 







0^ホルンを**3なけらば氕がすまな|*- 


古答||«|子^;ん•ヴアイオリン 
* nili で fai 下癡 « j (4町) ttar しかも二 
«の母轘、その上の音条活動はアツパレ* 


妙なる 


「立川« 弦楽団 j al 9 7 8 
年、立川裹 校室内楽那 OB が 
中心になつて 結成され"いま 
やアマチュア 楽団としては日 
本でも届播 の存在にまで成接 
してきた。 それぞれが"それ 
ぞ れの坻茱を持ちながら、だ 
が、 进弦楽のためとあらば心 
ひとつに して li 来"『妙なる 
* さ」は ひとりひとりの汗の 
蛣 品と も 云える•笛弦楽は人 
生上の ハーモ U — でもある 



田中耗さん ♦ ファゴット 
立川管弦典®代！^ 雇心女子学！！(東京•寒 
■«:> で英»の光生を している■要 B 主任 t い 
う重寅 G 上 U 、 番 SI もこなす 



こなす* 

f i—Hy 』 
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，く X v •• 


靨木幸子さん*フル—卜 
K 半研究所 T 免疫学を研究している•アカデ 

ミツクな表 ft にフルー ►がよく似合->ている. 


きみの心に W くもの 
,わ1'110心に鞋くも、の 
タクトの充に託してぞ 
妙なる恐き託してぞ 
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礬いあ一 t_WE 
花！•子の少女4 by 情薄令 
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4月15日 B 

「あるけあるけ 
運動」 

ft 合 春 立川故成粍100予定 

: U •:ベ G 2 V 一 67 n •汗® 3产 J * 


桜咲き，#爛«の^節にな 
りました e rMaJ とは•パツ 
と明るい®じをあたえる様子、 
と m きにでておりました。 
埃内にも#いっぱいの ft 如苑 
へ一度お出掛けください「明 
るい感じ」をお屈けいた I ま 


■ H 時4月 18 日 g 

午後2時〜4時 


■卸本*、 A 如 
宝物館をはじめ 
として映画など 
盛りだくさんの 
用意がしてござ 
- ます® 

■立川市民 <成人>に限らせて 
TS きます。 

■お申し込みは「えくてび/> 
ん • n ンバニオン」<本法を手 
渡してくれた人)へ • 



i 川クイズ ■ 

これは立川のあるお年寄りがつ 
ぶやいていた** - I 方1日」まじりの会 
活です•さて，この人の云いたい 
ことを「棵準語」に沢 L て下さい。 

「#>.さんちやらがじ , P あ、やな 
さつてのうぶすな山のお祭りにゃ 
あ、うちじゆうでおめ i りに fr く 
だあよお"おめえも緒にやめべ 
えつていわれたあ < t んど、あら A 
I どうす/ t ベえかと、かんげえて 
4だあよお— 


〔3月号の答〕多摩の.寒 H に過 

ざなかつた立川で-1山の学校」と 
呼ばれていたのは市立第二小学校 
です。今の'小からは考えられな 
い吿0ぶりです。昭和4年まで立 
川には小学校が一校しかなく二 
小 r 「当町ハ近年 ff シキ発展ヲナ 
シ人 n ノ增加二伴ヒ就学児*年々 
漱增シ」<当時の ill * 録)と••田鶴 
古苦『立川飛 rr 埸物語 Jt : 纪され 
ております。当時の r 立川町 J とし 
ては、大典断だったにちがいあり 
ません" 


鳥も生活革命？ 

里い n — 卜 t 身体から離れ、# 
ぅららの*る： n 、8* WJ 2 丁目に* 
ります嗶馆佶号を洩ろぅと1た時 
のことです- 

見あげれば，木の h に烏の%ひ 
とつ*当り前ですが •* のなかに 
は小技ゃ年がたくさんっまってぉ 
りました•そこにキラリ tret : 光 
るらのがあるのです’よくみれば 


それはビ-|丨ルでした。立川の小 
烏たち t 、 今年は「速代化」 I て 
生话竿命をおこ I たので I ょぅか分 



議 


ひとつの街に管弦来 ffl があ6な 
んて'なんと索敵なことだろうか. ■ 
それら、 in .% 的に生々 I いブロ逛 
団ではなくアマチュアであること 
が好もしい。尔川安弦架 Lilu 立川 
商校の OB が母沐となって発足， 

常 fr : 指«者の占谷滅一さんもまた 
立川高校から*京大学文学部へ進 
み•指揮者にまでなった興色の入 
■去年の「立川人 • KJ の会場に 
Tt 弦*の「诠」のひとが九人も來 
て演奏してくださ〇た备演奏の含 
問に*者の「本 IttJ が sifr され、 
当り# j のことだがそのバラエティ 
の®かさに i んだものだった。ホ 
ルンの上 HttT さんは築地の魚河 
W で W いている◊■今号の取 W で 
立川駅を五時二十分に発って築地 
へ lb いたが、六時をとうに00って 
いて、すでにセリは終つていた" 

轱を間くには絶好の時間带だった 
が、この時すでに「ひと仕$」終 
って.それでもなお、魚河岸のな 
かはむんむんとした熱気に覆われ 
ていたものだ。粢者ばかゎが客の 
食堂で「鰺のたたき定食」を御驰 
走になりながら， hH さんの管弦 
にかける，热い想いを W 1 いた。ど 
んなに疲れていても、酒席で a く 
なった夜にでも， I 度は必ずホル 
ンに总を M すのだという 。 _ran 
:十.日は多«•教宵センタ—ホ| 
ルで第一十•一一！目の定期演赛会で 
ブラ—ムスの「交 W 曲第»」など 
の«赛。心ひとつにと明つてきた 
管弦の ff がこの街に#く。■わら 
ベらに大か'、やきてえくてびあん。 


<■«) 石霉敦美小川 M 等轉 uilll 子«川瑁 
山田8子中时«*半《£)1*田憷子 
(^0天好歎|€梅辑|明古田義汝 
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花びらのひとつひ 
とつがキラキラと镡 
きながら、花の®ら 
しさ*やさしさを表 
現した柙花。また， 
ときに懷か L さをも 
蘇らせてくれる。 

今 H の表紙を#ら 
しく飾ってくれたの 
は•羽衣町2丁 R にお住いの伊典 
令さん*たまたま足を向けたご近 
所' そこで出会つたステキとしか 
fm いょぅのない押 ft に te せられ • 
V 3 年■「私自身とても花が W き 
で，そんなところから色の変わら 
ない*生き生きした押花を»ま1 

て•やってみ 
たい t 、 始め 
ました。.枚 
一枚丁寧に木 
分を取り • 总 
逨脱水したの 
ち真^状態に 
なるょぅ!:密 

閉して鉗などに入れます•すると 
奇鼸な色のままで保^が出来る4 
です*忙しい牛活の每 H ですから、 
花を®ながらのひとときはとても 
快適な空 fw です J と語る- 


て いると小さな丘の h に普済寺が 
a ぇる■雨<:けむり’その雨を避 
けもしないで岛が霣を広げている" 
奥多摩バィパス沿いに01地が基ぶ。 
夕»れにもなると.その家々に灯 
がともるだろぅ。「«地通り抜け 
禁止」と立て扎が立つているから， 

あ i り大きな^では S ぇないが、 

ぶらつと味めるにもつてこいの垛 

所//、 

孝 ホ 

今 C から**ぐるり立川 J がスタ 

I 卜します。思いつくまま、51の 

向くままに奸きな場所、お^に入 

りの»色を紹介します**どぅぞょ 

ろしく。 子) 
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「テプ n •ムジカ•フ 
X スタ」(立川市含唱 
連盟コンサ—卜)が2 
月 18 日に開催され、今 
年で3回目"敗皸後の 
息苦しい時代から未来 
に夢はせる P マンまで 
を、スライドを駆使し 
て表現した新しい試み 
に会場は涙と笑い。そ 
して、フイナ—レはあ 
の懷かしい「リンゴの 
唄 j でしめくくつた。 


新企 lil は「ふるさ t 13李\街 
の笑如」のタィトルで歌われた。 

B 29 の爆 AU - s -琛幼*とあわせ 
て X ラィドで、^:川の堍〇ただれ 
た街まらが写 I だされる◊ひとり 
の老人がステ—ジ中央でモノ ロ| 
グ。立川で生まれ疴〇た老人とい 
ぅ設定。彼は敗眠の热燥にかられ 
た#畚時代の思い出を淡々と语〇 
U じめる。モノ ロ—グにはさまれ 
て•合一 f が統く 0第一： itt 「來京 ，：〆 
H 丨シヤィンボーィ/第二21は 
「戦争の子どもたち」•第三 S は 
「姓の蜞る|1:<以上 、 n — ル•わか 
ば》と統いてゆく n 
<ふ場は徐 

徐に時代の 
色1:染ま〇 
てゆく。第 
四#「東京 
キヴド」を 
歌う n I ラ 

スサルビア 
はその狀声 



粑潢の「栗京キッド』は 
コーラスサルビア 


ながら、ア 

メリガ fn ハや 

靴みがきの 

少牢に扮して、風俗表％に i で一 
夫をこらしての熱喵で•会場をわ 
かせたり 

ステ—ジは次第に ' f 和の色滾く 
•■筏の水車」<ヒ野敉子さん r「{H 
が铎る」<堍敬.&さん》の独咕が加 
わり•永 a の平和を啪う- AI 4 ちが 


商まるなか*第1-{5:にさしかかる。 

八3喵連盟で11 「3 IEI 目を Jm ぇる 
フ h 大ティバルに新嵐を吹き込み 
たくて、演出^の津野幸子さん、 
それにモノ ロ—グが£嬰な役目を 
朵たすので体俺の钾持汴紀さんに 
特別出满 I てぃただぃたのが成功 
の fs 因だったと思います t 次回は 
これをパネにもう I 段，飛踩した 
いですね」と、うれしそう** 

それに-ややも十ればナツメ a 
ゾングに終始してしまいがちな迸 
曲を*それぞれのへ anfi 団が1:欠を 
こらして，単なる懐占趣味に陥ら 
なか<>たことであろう。 

第4 * s ではスナ—ジ狹しと合 lift 
団がのぼり•企場の聰衆がその声 
( :和して「リンゴの BflJ の大合^1 
となつた。 

これは立川飛行埸 t リンゴの木 
にまつわるエビ y I ドに tfl 米する 
{3 月：！ 一?「 xw か，•ご#照}もの 
で，「赤いリンゴにくちびるょせ 
て、だまってみている|1:い空」の 
狀卢が老若をこぇて，市民会館の 

ホ—ルいづ 
ばぃに1?き 
わたつて、 
いか1:もフ 
ヱスナィパ 
ル<:ふさわ 

しい珲网氕 
をかも I 出 
I 、味わっ 

9.寧な*1ふけ役」ぶりの r 、 こ〇 
麪持伴紀さん 1^/ 
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<*o@® 
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人!^の中を出かけた。本堂まで 
4:»が通じているから•泥んこに 

こそならなかつたが、取の横から 

雨が細い糸をまき sk らす** 

立川の南口、 Ibi の奥多^街逍を 


少しわきに入-〇たところに玄武山 
接済寺がある•谗済寺は«北朝時 
代、今から六00年以 html : 開 
則された歴史ある4-だ"だが、今 
日は寺を兒に来たわけではない。 
和尚^«などの$要文化 W を見に 
来たわけでもない。ただ、お寺の 

*側、西側の1所を突き抜 { t たと 

ころか‘広がる- 3-^ 線とそれにク 

ロスする奥多摩バイパスが见たか 


つたのだ。オレンジ fe の%卓がゴ 
オゴオと通ると、まるで谷内 A 郎 




漢字 I 字挿入せよ 

T 頭のうえの 

•を追え 

▼黙り猫が 

•を捕る 



の絵のような M 話的迪眾になる。 

ft 所の袖が•料めになる"だか 

•ら逆に 3 うと=線の采中 1 : 来つ 


ンドベルの 
児玉さん 
逝く 



ハンドべルの指揮者と I て、日本は勿绝のこ 
と炎^—米围などで広く话路してきた记玉麻己 
氏 <上砂町》が 3 n 8 日心筋 S 塞のため永 K さ 
れ il た•氏は立川市 R 会除での n ンサ—卜<88 
年》をはじめとして市 K の問にも親しまれ 、 「H 
コーハンドべルリンガーズ」を率いてのカーネ 
ギ—ホ—ルでの演奂は内外から高く評価され • 
世界に羽ばたく*音架家として? i 目されておりま 
した*ここに、謹んでご冥冥描をお祈〇申し h 
げます。 



































































老 « といい « 篇の重みという B そ 
れも3代つづけば篇リ尽（甘ない 
物»かあろう。この街にも沈*!し 
て鼸かなる物鼴のかすかすがそこ 
ここに tt されている„ 


時は移れど和装ひとすじ 



丸 ogisf 丁皂 

明治 33 年，伊麟平吉にょって釗 
菜され る立川 駅 北 U 前で店を m 
ぇていたが、区！！赘瑁で移転，現 
在 a 伊勢丹：白货店の中にある。だ 
が、丸尾はテナント出店ではなく 
货々の Isffil を a る、異例の独^店 
11だ。明治から乎成士で 口 本人の 
フアッシ 3ン感覚は B 覚ましく变 
わったが•丸堪の I 貫した「奐眼 
进」に微鼴の資化もない* 





















